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●一般質問   ２－３面

●新しい常任委員会委員等が決まりました   ４面

●外環道路特別委員会の設置期限を延長   ４面

●議案等審議結果一覧   ４面

●政府等への意見書   ４面

●陳情審議結果   ４面

　

六
月
四
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
小
美
濃

安
弘
議
長
よ
り
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
許
可

さ
れ
た
後
、
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

投
票
の
結
果
、
土
屋
美
恵
子
議
員
十
四
票
、

川
名
ゆ
う
じ
議
員
十
一
票
で
、
土
屋
美
恵
子

議
員
（
自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ
）
が
第
四

十
六
代
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

川
名
ゆ
う
じ
副
議
長
か
ら
辞
職
願
が
提
出
さ

れ
、
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
同
月
七
日
、
副
議

長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
投
票
の
結
果
、

川
名
ゆ
う
じ
議
員
十
一
票
、
内
山
さ
と
こ
議

員
四
票
、
深
沢
達
也
議
員
三
票
、
白
票
七
票

で
、
川
名
ゆ
う
じ
議
員
（
立
憲
民
主
ネ
ッ
ト
）

が
副
議
長
に
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
月
二
十
一
日
、
会
期
一
日
で
開
か
れ
た
第
一
回
市
議
会
臨
時
会
で
は
、
令
和
三
年
度
武
蔵

野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
回
）
な
ど
三
件
の
市
長
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
を
審
議
す

る
た
め
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
第
二
回
定
例
会
は
六
月
一
日
か
ら
同
月
二
十
二
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
正
副
議
長
、
議

会
運
営
委
員
会
委
員
、
各
常
任
委
員
会
委
員
の
選
出
な
ど
の
議
会
人
事
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
二

十
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
案
で
は
、
武
蔵
野
市
市
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
十
二
件
の
市
長
提
出
議
案
、
第
六
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
策
定
に

当
た
り
、
脱
炭
素
・
脱
原
子
力
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
を
明
記
す
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
の
議
員
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
市
議
会
臨
時
会
・
第
二
回
市
議
会
定
例
会

議
長
に
土
屋
美
恵
子
議
員

　
　
　
　
　
副
議
長
に
川
名
ゆ
う
じ
議
員

 

議
長　

土
屋
美
恵
子

　

長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
、
社
会
的
、
日
常
的
に
未
曽

有
の
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
予
防
接

種
を
は
じ
め
感
染
予
防
、
経
済
支
援
、
お

一
人
お
一
人
の
ご
不
安
を
受
け
止
め
、
解

消
へ
と
つ
な
ぐ
な
ど
、
適
切
な
判
断
を
求

め
ら
れ
て
お
り
、
議
会
が
果
た
す
役
割
と

責
任
は
重
要
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
十

分
な
調
査
研
究
の
下
に
議
論
が
な
さ
れ
ま

す
よ
う
、
公
平
、
公
正
、
民
主
的
な
議
会

運
営
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
状
況
の
変
化
に
基
づ
い
た
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
、
老
若
男
女
、
子
ど
も

た
ち
、
多
様
な
市
民
意
見
を
聴
き
、
報
告

を
す
る
体
制
の
構
築
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
議
会
基
本
条
例
も
制
定

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
運
用

と
改
革
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
、
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。 

副
議
長 
川
名
ゆ
う
じ

　

武
蔵
野
市
議
会
副
議
長
に
就
任
し
ま
し

た
川
名
ゆ
う
じ
で
す
。
前
期
に
続
い
て
の

就
任
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
先
行

き
が
見
通
せ
な
い
状
況
で
も
、
市
民
の
皆

様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
議
員
の
皆

様
と
議
会
活
動
を
さ
ら
に
活
性
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

武
蔵
野
市
議
会
は
、
議
会
基
本
条
例
を

ま
と
め
、
昨
年
の
四
月
一
日
に
自
治
基
本

条
例
と
同
時
に
施
行
し
ま
し
た
。
執
行
機

関
と
議
事
機
関
の
基
本
条
例
を
互
い
に
連

携
し
て
施
行
す
る
例
は
、
日
本
で
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
画
期
的
な
出
来
事
で
し
た
。

次
は
条
例
に
込
め
た
理
念
を
実
践
し
、
さ

ら
に
市
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

今
後
も
ご
指
導
ご
べ
ん
た
つ
を
お
願
い
し

ま
す
。

「入道雲」
撮影：吉祥寺きなこ（武蔵野市）

場所：武蔵野中央公園（2020年9月11日）

空のクリアな夕方、もりもり湧いた入道雲。若者たちの元気な姿とシンクロしました。

１面写真募集要領〈次回の締め切り令和３年10月６日〉

●内　　容： 武蔵野市内（市域が一部含まれる公園、施設等を含む。）で応募

者自身が撮影した、未発表※のオリジナル作品（カラー）に限り

ます（明らかに人物を特定できる場合は、ご本人の了承を得てく

ださい。）。  

※ インターネット、ＳＮＳ等で掲載したものや、個展や写真の掲

載が主目的な催しは発表とする。ただし、地域行事への協力展

示（例えば、コミセンや学校での展示など）は未発表とする。

●規　　格： ①紙焼きの場合　　・サイズ　２Ｌ判～Ａ４  

②デジタルデータの場合  

・ファイル形式　ＪＰＥＧ形式  

・画像サイズ　1600×1200ピクセル以上  

・ファイルサイズ　２ＭＢ程度まで

●審　　査：議会広報委員会が審査します。

●発　　表： 採用された作品は、令和３年11月１日発行の市議会だよりに掲

載する予定です。ただし、紙面構成の都合上、掲載しない場合が

ありますのであらかじめご了承ください。

●著 作 権： 作品の著作権は撮影者本人に帰属します。ただし、次号の市議会

だより発行までは、他媒体での発表等をご遠慮いただくことを、

作品採用の条件といたします。

●期　　限：令和３年10月６日（水曜日）当日消印有効

●応募方法： 撮影者の住所・氏名（ふりがな）・電話番号・撮影年月日・撮影

場所・作品名・作品に関するコメント（100字程度）を明記のうえ、

下記宛先までご応募ください（本名以外での掲載を希望する場合、

上記に加え、ペンネーム（ふりがな）を明記してください。）。  

作品は返却いたしません。なお、今回採用されなかった場合は、

次号以降の市議会だよりの１面写真に使用させていただく場合が

あります。

●宛　　先： 〒180-8777武蔵野市緑町２- ２-28 武蔵野市議会事務局市議会だ

より担当  

デジタルデータの場合はメールで ofc-gikai@city.musashino.lg.jp　

まで  

（上記以外のメールアドレスや各種メディア等での送付はご遠慮

ください。）
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総合管理計画と長期計画の関係性を改め

て整理する必要があると考えるが、見解を。

第六期長期計画・調整計画策定時に改め

て総合的な財政計画を作成し、総合管理計

画でも施設の更新費用見込み等を示したい。

基金、市債の見通しは、実態と明らかな

かい離が生じているが、明確な見解を伺う。

計画額はあくまで目安で、結果的に基金、

市債共に適正に推移したと認識している。

計画策定・実行時の市民、議会、行政の

共通理解と合意形成のプロセスが市民自治

向上に生かされることを望むが、見解は。

そのプロセスを、市民自治推進を図る基

本原則として自治基本条例に規定している。

共通理解を大切にした公共施

設等総合管理計画の改定を
山本あつし　議員

都営水道一元化の方針決定から12年。多

摩29市町のうち未統合市は僅か３市だ。こ

の遅延はトップに立つ市長の責任では。

安全・安心な水道供給の持続性を高める

ため、一元化を目指し取り組みを推進して

いる。市長として責任を持ち丁寧に進める。

これまでの正の遺産、負の遺産をすべて

引き受け、解決に向け前を向くべきでは。

市政は継続性の上に成り立っているが、

前を向き、誠意を持って交渉を進めていく。

学習者用コンピューターの通信機器にお

ける安全保障はいかに担保されているのか。

クラウドシステムとやり取りする情報は

強制的に暗号化されるため、安全と考える。

都営水道一元化、いまだに

進まぬが市長の責任はいかに
道場ひでのり　議員

自殺者数が増加する中、市の取り組みは。

自殺総合対策計画に基づき、市民への周

知啓発や相談事業などに取り組んでいく。

保育の質向上のため、労使関係など保育

所内のトラブルに対し市ができる防止策は。

保育アドバイザーの定期巡回で働く方々

の声を聴き、状況把握と助言を行っている。

コロナ禍で住民や事業者に多様な価値観

がある中、コミュニティの分断を防ぐには。

無用な誤解や偏見が広がらないよう感染

症対策の正確な情報発信と啓発に取り組む。

都議会議員選挙を前に、特に若い世代の

投票率向上に向けた取り組みを伺う。

市公式ＬＩＮＥ等ＳＮＳを活用予定だ。

心身の健康や保育の質、産業

とコミュニティを守るために
本多夏帆　議員

市民が行動できる具体的な温暖化対策は。

低炭素電力への切り替えが考えられるが、

費用面の課題がある。より効果的な助成制

度を研究し、啓発や情報提供を行っていく。

今年度から着手する市立小・中学校改築

について設計を２校一括発注とした理由は。

２校を同時期に改築するため、一括発注

とすることで進捗管理を効率的に行えると

ともに、仕様の標準化が図りやすくなる。

部活動の中止について、①市立中学校で

感染の報告があるか②再開の判断根拠は。

①部活動が原因とされる感染は確認され

ていない②国通知に基づき都立学校の方針

を参考にし、校長会と協議し、判断した。

具体的な温暖化対策および学

校改築、部活動について問う
宮代一利　議員

市民が原子力に依存せず温室効果ガスを

排出しない電力を選ぶための啓発・広報は。

市民にできる環境配慮の取り組みとして、

電力の切り替えについて市報に掲載する。

ヤングケアラー実態調査の結果を踏まえ、

福祉や教育現場への研修を求めるが見解は。

市職員対象の講演会等を検討している。

福祉現場では既存の対応力向上研修を活用

する。教育現場ではスクールソーシャルワ

ーカーによる把握と支援を行っていく。

委員会等の市民公募枠は多様な意見を反

映させるため増やすことも必要ではないか。

人数や年齢層、男女比などあらゆるバラ

ンスを考慮し委員構成を決める必要がある。

原子力に依存しない社会を

武蔵野から
西園寺みきこ　議員

ワクチン接種予約初日はサイトにアクセ

スが集中し予約が取りづらく高齢者に負担

をかける結果となったが、今後の改善策は。

アクセス集中に耐え、マルチブラウザに

も対応できるシステムへと改善する予定だ。

公共自転車駐輪場の定期利用の契約状況

等、利用体系再編後の利用状況を伺う。

三駅の定期利用契約率は令和３年５月は

59％で、三駅とも駐輪しやすい状況である。

安全面から、公園の防犯カメラ設置の必

要性があると考えるが、見解を伺う。

子どもたちの安全や住民間のトラブル防

止の観点から、設置を検討する時期に来て

いるのではないかと考える。

ワクチン接種の推進と

公園に防犯カメラの設置を
ひがしまり子　議員

オリンピックをめぐり、井の頭公園での

ライブサイト実施に対し、心配や疑問、反

対の声が多い。オリンピック・パラリンピ

ックの実施について、①市職員はどの程度

の期間に何名必要か②公立小・中学校の児

童生徒・教職員の観戦計画は何人か。

①専従職員は５名、７月16日の聖火リレ

ーのボランティアリーダー役は80名であ

る②小３から中３までが対象で6,108名、

引率の教職員は402名である。

責任ある機関で一刻も早くオリンピック

の中止を決断すべきだが、市長の見解は。

感染症対策や命を守ることを最優先に、

適切な判断をしていただきたいと考える。

オリンピックを中止して

医療や生活を守る対策を
山本ひとみ　議員

過去には財政援助出資団体の理事長を常

勤理事とせず、副市長が兼任している例も

あるが、そのことによる不都合はあるのか。

団体の事務決裁が滞り、機動的な運営が

できない等の課題がある。

本市は部長数が大変多いが、団体理事の

職は部長退職後のポストという扱いなのか。

理事長には退職後の職員が就任する場合

や、外部から登用する場合もあるが、いず

れも適材適所であると認識している。

本市の財政援助出資団体数は他自治体に

比べて多いが、今後も統合を進めるのか。

現在も統合に取り組んでいるが、今後も

社会情勢の変化等に応じて検討していく。

天下りか、人材活用か、財政

援助出資団体理事の在り方は
下田ひろき　議員

シルバー人材センター粗大ごみ再生事業

で年間約293トンが資源化されてきたが、

①リサイクルセンター閉所後の粗大ごみ削

減策は②クリーンセンター建て替え時に市

民とごみ削減を約束したがどう果たすのか。

①民間事業者やむさしのエコボの周知と

ともに充実策の検討を行う②答弁無し。

協同労働法の成立、都のソーシャルファ

ーム支援等を踏まえ、コロナ禍で雇用が失

われている現状に、市も取り組むべきでは。

市としてできること、支援すべきことを

各課で協力して取り組んでいきたい。

　このほか、ＰＣＲ検査等の拡大、助成に

ついての質問がありました。

リサイクルセンター閉所とご

み削減、協同労働創出を問う
内山さとこ　議員

なぜ英語を学ぶかについて、見解を伺う。

将来さまざまな場面で必要となる、多様

な人々と英語でコミュニケーションできる

力を育成することに意義があり、第三期学

校教育計画でも英語教育充実を掲げている。

小学校で英語を教える必要性を伺う。

新学習指導要領にある、聞く、読む、話

す、書く技能を習得するため、教科として

英語教育を行う必要があると認識している。

英語を理解するには国語の習得が必須で

あるが、読書推進の取り組みと進捗を伺う。

第２次子ども読書活動推進計画の策定や、

学校図書館活用モデル校の指定などを通し

て、読書活動の充実を図っていく。

小学校における英語教育の

意義と必要性を問う
深沢達也　議員一一一 般般般 質質質 問問問

　第２回定例会では６月１日、２日、３日、４日に20名の議員から一般質問が行われました。各議員の

主な質問と答弁を要約して掲載します。

　詳しくは、８月下旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館、各コミュニティセンター、市役所

７階市政資料コーナー）、または武蔵野市議会ホームページの会議録検索（第２回定例会分は８月25日

登録予定）、インターネット議会中継でご覧いただけます。

※一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対し、事務の状況や将来に対する方針等について、

質問をしたり、説明や報告を求めたりすることをいいます。
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　会派とは、市政について、

同じような考えや意見を

持っている議員のグループ

で、議会活動の一つの基

盤となります。

※氏名は議席番号順、電

話番号は会派控室（市役

所７階）の直通電話番号で

す。議員の連絡先は、わた

しの便利帳や市議会ホー

ムページでご確認いただく

か、議会事務局にお問い合

わせください。

会派名簿
自由民主・市民クラブ ☎６０－１８８４

道場　ひでのり　　堀　内　まさし

ひがし　まり子　　木　﨑　　　剛

きくち　太　郎　　土　屋　美恵子

与　座　　　武　　小美濃　安　弘

立憲民主ネット ☎６０－１８８９

藪　原　太　郎　　蔵　野　恵美子

西園寺　みきこ　　川　名　ゆうじ

深　沢　達　也　　　　　　　　　

市議会公明党 ☎６０－１８８７

大　野　あつ子　　浜　田　けい子

落　合　勝　利　　　　　　　　　

自治と共生 ☎６０－１８９０

内　山　さとこ　　山　本　あつし

ワクワクはたらく ☎６０－１８８５

宮　代　一　利　　本　多　夏　帆

改革武蔵野・都民ファースト ☎６０－１９４４

深　田　貴美子　　品　川　春　美

日本共産党武蔵野市議団 ☎６０－１８８８

橋　本　しげき　　本　間　まさよ

会派に属さない議員 ☎６０－１９０９

山　本　ひとみ　　下　田　ひろき

議会事務局
ＴＥＬ ０４２２－６０－１８８３　ＦＡＸ ０４２２－５５－７５５５ メールアドレス　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp

市議会ホームページ　http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

市議会だよりへのご意見、ご要望をお聞かせください。

学校でのいじめ問題解決には、学校と離

れたところからいじめを考える機関と連携

し、介入を拒まないことが重要ではないか。

学校が抱え込むことはあってはならない。

必要に応じ教育委員会や市も関わるが、さ

らにその外に開いていくことも大事だ。

教員の多忙化解消を図るため、生きる力

を育むという最上位目的に向けて、教員の

負担となる形式的な書類の作成をそぎ落と

す方向性を教育委員会から提案すべきでは。

これまでも教員業務の見直しと改善、意

識改革を推進してきた。今後はＩＣＴの活

用による事務作業の負担軽減等、多忙化解

消のさまざまな方法をさらに追求していく。

教員の多忙化解消を進め
一人も取り残さない教育を

大野あつ子　議員

新型コロナワクチン接種の政策目的の一

つは、接種率を上げることではないか。

ワクチンの接種率を上げることが目的と

言ったことは一度もなく、そういう目的は

持っていない。

本市における首都直下型地震発生時の被

害想定として、上水道の断水率を伺う。

最新の断水率は48.8％となっている。

急増する夏休み後の自殺対策として、Ｓ

ＮＳでの相談窓口を周知するとともに、児

童生徒の心のケアに１人１台配られたＩＣ

Ｔ機器を活用してはどうか。

さまざまな活用方法が考えられるため、

どのようなことができるか研究したい。

ワクチン接種率の向上と
震災時の断水率について問う

品川春美　議員

コロナウイルスの変異株による感染が拡

大する中、子ども関連施設での感染者数は。

小学校は８校21名、中学校は３校４名、

学童クラブは１施設１名、認可保育施設は

10施設29名である。

保育所等、子ども関連施設の職員を対象

にワクチンの先行接種を求めるが、見解は。

公立小・中学校教職員や認可保育園従事

者等を、ワクチン残余分接種対象者に追加

する方向で、優先順位も含め検討している。

子ども関連施設に抗原検査キットの配付

やＰＣＲ検査の拡大を求めるが、いかがか。

医療資源が限られており、必要な方へ必

要なタイミングでの検査が適切と考える。

子どもたちへの新型コロナ
ウイルス感染を防ぐ対策を

本間まさよ　議員

第一中学校、第五中学校改築の基本設計

は市議会でも議論をすべきだが見解は。

行政報告や改築懇談会等の場で議会に適

切に説明し、丁寧な議論のうえ進めたい。

小学校10校は改築時に給食調理室を設

置する計画だが、他の２校にも設けるのか。

該当校の改築の際に単独調理校とするか

別の方法を取るか、課題として検討したい。

改築は学校の敷地全体を考えて行うもの

だが、耐用年数が過ぎている校庭について、

改築前に改修が必要となる学校への対応は。

校舎配置は議論が必要で校庭のみの整備

は困難だが、校庭の状態は整備の有無に依

存するため、できるものを行っていきたい。

小・中学校の改築では
市議会と十分に議論すべき

木﨑 剛 議員

ワクチン接種予約の体制強化と市民への

十分な周知が必要だが、今後の対応は。

予約システムを改善し、コールセンター

は30回線を用意する。ワクチン接種対象者

のスケジュールを、市報トップページや市

ホームページに分かりやすく掲載したい。

接種券のないエッセンシャルワーカーへ

余剰ワクチンを接種することの見解は。

優先順位を定め、本人確認書類等から情

報を記録し、接種ができるよう検討する。

市の福祉向上に貢献している団体や個人

の方を幅広く表彰することへの見解を伺う。

市政は市民の活動に支えられており、近

隣自治体等の制度を参考に検討したい。

コロナ禍克服へ
希望と活力を

浜田けい子　議員

令和３年６月１日からＨＡＣＣＰに沿っ

た衛生管理が義務化された。青果業等は今

まで対象外だったが、どのような業種に届

け出義務が課され保健所の管理下となった

のか。また市の啓発は不十分ではないか。

すべての食品等事業者が原則取り組む。

国や都が所管し本市は啓発実績がない。都

の周知不足もあり、市民団体から要望があ

れば市から保健所に講習会開催を依頼する。

杉並区では歯磨き用洗面台を設置した一

部の小学校でインフルエンザでの学級閉鎖

率が大きく減少した。本市でも整備しては。

校内のスペースに余裕がなく整備は困難

だが、学校改築時の課題として捉えている。

ＨＡＣＣＰ（ハサップ）に沿
った衛生管理義務化の周知を

きくち太郎　議員

職場・大学、自衛隊大規模接種センター

等ワクチン接種整備が進み、接種券遅配が

重大な人権侵害との声がある。所見を伺う。

接種券があれば、どこでも接種できる認

識は誤りだ。住まう自治体で行うのが基本だ。

武蔵野公会堂は、市の内規・国の安全性

能基準0.75を満たしていない。帰宅困難者

の受け入れ施設でもある。安全性の見解は。

基本的にＩｓ値が0.6あれば安全である。

武蔵野市環境浄化に関する条例で青少年

健全育成を求める地域団体に対し、デリヘ

ルは合法・地域で意見交換をとの回答だが。

事業者は地域と共存するために商店会に

加盟しており意見交換が重要と考えている。

武蔵野市政の不作為・隠蔽・
不誠実を問う

深田貴美子　議員

社会インフラを支えるエッセンシャルワ

ーカーへのワクチン接種について、特に子

どもに関わる保育士や学童指導員、教員な

どは優先度が高いと考えるが見解を伺う。

ご指摘の方々を、集団接種における残余

分ワクチンの接種対象者として追加する方

向であり、優先順位も含め検討している。

夏休みに学童クラブで過ごす子どもたち

が、豊かな学びを支えるツールである学習

者用コンピューターをしっかりと使えるよ

う通信環境や運用ルールを整えるべきでは。

自宅外での使用について学校と協議のう

え、学童クラブ、地域子ども館における子ど

もの育成という観点から方向性を検討する。

エッセンシャルワーカーへの
ワクチン接種を優先すべき

藪原太郎　議員

市長が公用車を使用してオペラ鑑賞を行

ったことによる費用対効果は。

費用対効果で判断するものではない。

吉祥寺大通り東自転車駐車場用地は非常

に貴重な土地であり、民間へ売り払わず、

市有地として残すべきと考えるが見解は。

民間事業者が用地を広く捉えられるため、

空間創出として大きなメリットがある。市

有地を残すことは効果が半減し、東部地区

の導入口としての期待が失われると考える。

吉祥寺東部地区のまちづくりはまちのイ

メージを持ち慎重に進めてほしいが見解は。

より多くの意見や要望を伺い、よりよい

まちづくりに資する形にしていきたい。

公私混同せず、
市長公務に専念を

堀内まさし　議員

デジタル関連法の成立により、個人情報

保護法制が一元化されるが、市への影響は。

電子計算システムのオンライン結合を行

う際に個人情報保護審議会へ意見聴取して

いるが、この手続きが変わると考えている。

新型コロナ感染症拡大の影響を受けてい

る事業者へ、市独自の応援金を支給しては。

昨年度行った経済対策の効果を検証中で

あり、これを踏まえて次の施策を検討する。

自転車駐車場の料金体系見直し後、定期

利用の空き増加は料金の値上げが原因では。

利用の公平性が課題だったため、定期利

用と一時利用の割合を見直し、目的や頻度

等に応じ選択できるよう適正化を図った。

デジタル関連法の成立が
市に与える影響は

橋本しげき　議員
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【市長提出議案（３件）】

● 専決処分の承認を求めることについて（武蔵野市市税条例の一部を改正する条例） 

   承認（全会一致）

　※ 地方税法等の改正に伴い、所要の改正をするもの。　

● 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度武蔵野市一般会計補正予算（第１回）） 

   承認（全会一致）

● 令和３年度武蔵野市一般会計補正予算（第２回）   可決（全会一致）

第２回定例会

【市長提出議案（12件）】

● 武蔵野市市税条例等の一部を改正する条例   可決（全会一致）

　※ 地方税法の改正等に伴い、セルフメディケーション推進のための医療費控除の特例措置を５年間延長するほ

か、軽自動車税の種別割の税率を燃費性能等により軽減するグリーン化特例（軽課税率）について、重点化等

を行ったうえで２年間延長するもの。

● 武蔵野市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

　※ 固定資産税を課税するための基礎となる固定資産の価格に不服がある場合に、固定資産税の納税者が提出す

る審査申出書等の書面について押印を不要とする改正等を行うもの。

● 武蔵野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

　  可決（全会一致）

　※ 家庭的保育事業者等において、書面で行うことが規定され、または想定されている記録について、書面に代え

て電磁的記録により行うことができることとする改正等を行うもの。

● 武蔵野市高齢者福祉サービス事業の利用に関する条例の一部を改正する条例   可決（賛成多数）

　※ 特定介護保険施設等における食費の負担限度額に関する告示の改正に伴い、高齢者等緊急短期入所事業の

利用料の改正を行うほか、所要の改正を行うもの。

● 令和３年度武蔵野市一般会計補正予算（第３回）   可決（全会一致）

● 武蔵野市特定個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

　※ デジタル庁設置法及びデジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行による、行政手

続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正に伴い、字句の改正を行うもの。

● 令和３年６月における武蔵野市議会議員の期末手当に関する条例   可決（賛成多数）

● 令和３年６月における武蔵野市特別職の職員の期末手当に関する条例   可決（賛成多数）

● 令和３年６月における武蔵野市一般職の職員の期末手当に関する条例   可決（全会一致）

● 令和３年６月における武蔵野市会計年度任用職員の期末手当に関する条例   可決（全会一致）

● 武蔵野市手数料徴収条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

　※ デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行による、行政手続における特定の個人

を識別するための番号の利用等に関する法律の改正に伴い、これまで市が手数料を徴収し行っていたマイナ

ンバーカードの再発行に係る事務が地方公共団体情報システム機構から市長に委託されることとなったため、

個人番号カード再交付手数料の規定を削除するもの。

● 武蔵野市監査委員の選任の同意について   同意（全会一致）

　※ 本市監査委員に浜
はま

田
だ

けい子
こ

氏を選任することについて、市議会の同意を求めるもの。

【諮問（1件）】

● 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて   異議なし（全会一致）

　※人権擁護委員に島
しま

森
もり

和
かず

子
こ

氏を再度候補者として推薦することについて、市議会の意見を求めるもの。

【議員提出議案（1件）】

● 第６次エネルギー基本計画策定に当たり、脱炭素・脱原子力・再生可能エネルギー推進を明記するこ

とを求める意見書   可決（賛成多数）

議案等に対する各議員の賛否結果については、市議会ホームページに掲載しています。

議案等審議結果（議決）一覧
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り
、
脱
炭
素
・
脱
原

子
力
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
を
明
記
す
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る

政
府
間
パ
ネ
ル
）
の
「
一
・
五
度
特
別

報
告
」（
二
〇
一
八
年
十
月
公
表
）
は
、

「
プ
ラ
ス
二
度
と
プ
ラ
ス
一
・
五
度
で

は
、
温
暖
化
に
よ
る
被
害
が
大
き
く

異
な
る
」「
一
・
五
度
未
満
に
と
ど
め

る
た
め
に
は
、
世
界
全
体
の
温
室
効

果
ガ
ス
を
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
四
十

五
％
以
上
削
減
す
る
こ
と
が
不
可
避

（
二
〇
一
〇
年
比
）
」
と
示
し
ま
し
た
。

世
界
規
模
で
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削

減
が
大
き
な
目
標
と
な
り
、
Ｇ
７
を

含
む
世
界
各
国
の
重
要
な
政
治
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
昨
年
十
月
の
内
閣
総

理
大
臣
に
よ
る
「
脱
炭
素
宣
言
」
を
受

け
て
、
各
省
庁
に
お
い
て
温
暖
化
対

策
が
急
遽
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
九
割

以
上
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
で
あ
り
、

現
在
策
定
審
議
中
の
「
第
六
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
の
内
容
を
ど
の

よ
う
に
定
め
る
か
は
、
持
続
可
能
な

社
会
基
盤
を
次
世
代
へ
残
す
た
め
の

大
き
な
責
任
を
伴
い
ま
す
。

　

武
蔵
野
市
は
、
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
に
「
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
温
室

効
果
ガ
ス
三
十
五
％
削
減
」
を
記
載

し
、
環
境
省
が
呼
び
か
け
る
「
二
〇
五

〇
年
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
シ
テ
ィ
宣
言
」

に
名
の
り
を
上
げ
ま
し
た
。

　

世
界
各
国
が
取
り
組
む
温
暖
化
対

策
と
歩
調
を
合
わ
せ
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
理
念
に
沿

っ
て
、
第
六
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
の
策
定
を
行
う
よ
う
、
以
下
を
求

め
ま
す
。

一　

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
策
定
に

当
た
り
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主

力
電
源
化
を
明
記
す
る
こ
と
。

二　

「
二
〇
一
三
年
比
温
室
効
果
ガ

ス
四
十
六
％
削
減
」
を
さ
ら
に
上
乗

せ
し
た
目
標
値
と
す
る
こ
と
。

三　

二
〇
三
〇
年
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
比
率
目
標
値
を
「
五
十
％
（
二

〇
一
〇
年
比
）
以
上
」
と
す
る
こ
と
。

四　

石
炭
火
力
発
電
所
の
海
外
へ
の

輸
出
を
停
止
し
、
国
内
で
は
二
〇
五

〇
年
ま
で
に
可
能
な
限
り
ゼ
ロ
に
近

づ
け
る
こ
と
。

五　

建
築
物
に
お
け
る
省
エ
ネ
・
創

エ
ネ
・
断
熱
な
ど
環
境
性
能
の
向
上
、

Ｅ
Ｖ
・
Ｈ
Ｖ
な
ど
運
輸
部
門
で
の
脱

炭
素
化
、
住
宅
や
事
業
所
へ
の
パ
ネ

ル
設
置
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
全
体
の
脱

炭
素
化
を
強
力
に
進
め
る
こ
と
。

六　

原
子
力
発
電
所
の
新
設
・
増
設

は
行
わ
ず
、
段
階
的
に
廃
炉
と
す
る

こ
と
。

（
内
閣
総
理
・
経
済
産
業
・
環
境
大
臣
あ
て
）

　

外
環
道
路
特
別
委
員
会
は
令

和
三
年
六
月
定
例
会
で
設
置
期

限
が
切
れ
る
た
め
、
六
月
四
日

の
本
会
議
に
お
い
て
二
年
間
の

活
動
報
告
の
後
、
令
和
五
年
三

月
定
例
会
最
終
日
ま
で
期
限
を

延
長
し
、
継
続
し
て
活
動
し
て

い
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

外
環
道
路
特
別
委
員
会
は
、

東
京
都
市
計
画
道
路
都
市
高
速

道
路
外
郭
環
状
線
及
び
外
郭
環

状
線
の
２
に
つ
い
て
調
査
・
検

討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

置
す
る
も
の
で
す
。

　

新
し
い
委
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。

外
環
道
路
特
別
委
員
会
の

設
置
期
限
を
延
長

議
会
選
出
監
査
委
員
に

浜
田
け
い
子
議
員

　

浜
田
け
い
子
議
員
（
市

議
会
公
明
党
）
を
監
査
委

員
に
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
を
求
め
る
議
案
が
、
六

月
十
日
の
本
会
議
に
お
い

て
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ

た
た
め
、
同
議
員
が
監
査

委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

監
査
委
員
の
選
任
は
、

地
方
自
治
法
第
百
九
十
六

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

行
う
も
の
で
、「
監
査
委
員

は
、
普
通
地
方
公
共
団
体

の
長
が
、
議
会
の
同
意
を

得
て
、
人
格
が
高
潔
で
、
普

通
地
方
公
共
団
体
の
財
務

管
理
、
事
業
の
経
営
管
理

そ
の
他
行
政
運
営
に
関
し

優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者

及
び
議
員
の
う
ち
か
ら
、

こ
れ
を
選
任
す
る
。
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼
外
環
道
路
特
別
委
員
会

山
本
あ
つ
し

落
合
　
勝
利 
○
宮
代
　
一
利

深
沢
　
達
也 
◎
本
間
ま
さ
よ

小
美
濃
安
弘 
深
田
貴
美
子

堀
内
ま
さ
し

◎
印
：
委
員
長
　
○
印
：
副
委
員
長

新
し
い
常
任
委
員
会
委
員
等
が
決
ま
り
ま
し
た

　

武
蔵
野
市
議
会
の
四
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
広
報
委

員
会
の
任
期
は
一
年
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
六
月
七
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
新
た
な
委
員
が
議
長
よ
り
指
名
さ
れ
、
同
日
行
わ
れ
た
各
委
員
会
で

正
副
委
員
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。新
し
い
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※5月1日から10月３1日までの間、クールビズとして、軽装で活動しています。 ◎印：委員長　○印：副委員長

議
会
広
報
委
員
会

与
座　

武

本
多　

夏
帆

品
川　

春
美

内
山
さ
と
こ

大
野
あ
つ
子

○
木
﨑　

剛

◎
西
園
寺
み
き
こ

　

本
間
ま
さ
よ

議
会
運
営
委
員
会

与
座　

武

深
田
貴
美
子

西
園
寺
み
き
こ

宮
代　

一
利

橋
本
し
げ
き

○
落
合　

勝
利

◎
小
美
濃
安
弘

　

内
山
さ
と
こ

建
設
委
員
会

与
座　

武

下
田
ひ
ろ
き

浜
田
け
い
子

○
品
川　

春
美

◎
堀
内
ま
さ
し

　

蔵
野
恵
美
子

厚
生
委
員
会

山
本
あ
つ
し

西
園
寺
み
き
こ

本
間
ま
さ
よ

山
本
ひ
と
み

○
本
多　

夏
帆

◎
ひ
が
し
ま
り
子

　

土
屋
美
恵
子

文
教
委
員
会

小
美
濃
安
弘

木
﨑　

剛

宮
代　

一
利

○
内
山
さ
と
こ

◎
大
野
あ
つ
子

　

川
名
ゆ
う
じ

総
務
委
員
会

深
沢　

達
也

落
合　

勝
利

藪
原　

太
郎

橋
本
し
げ
き

○
道
場
ひ
で
の
り

◎
深
田
貴
美
子

　

き
く
ち
太
郎


